
56

若
越
郷
土
研
究　

六
十
七
巻
二
号

　

二
〇
二
二
年
は
、
本
会
が
発
足
し
て
か
ら
七
十
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
だ
っ

た
。
福
井
県
立
図
書
館
（
以
下
、
県
立
図
書
館
）
で
は
、
二
〇
二
二
年
十
月

二
十
八
日
（
金
）
か
ら
十
二
月
二
十
一
日
（
水
）
ま
で
の
期
間
、企
画
展
「『
若

越
郷
土
研
究
』
と
福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
七
〇
年
の
あ
ゆ
み
」
を
開
催
し
、
会

の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
機
関
誌
『
若
越
郷
土
研
究
』
を
は
じ
め
と

す
る
刊
行
資
料
の
数
々
を
紹
介
し
た
。
本
稿
で
は
、
本
企
画
展
で
展
示
し
た
年

表
を
も
と
に
、
会
の
あ
ゆ
み
を
紹
介
し
た
い
。
な
お
、
文
中
に
登
場
す
る
人
物

は
、
す
べ
て
敬
称
略
と
し
た
。

　

一
九
五
二
年
（
昭
和
二
七
）、
県
立
図
書
館
は
、
県
内
の
個
人
所
蔵
資
料
を

対
象
と
し
た
『
福
井
県
所
在
別
郷
土
誌
料
綜
合
目
録 

第
二
集
』
の
作
成
を
計

画
し
て
お
り）

（
（

、
県
内
の
事
情
や
情
報
を
収
集
す
る
た
め
、
郷
土
史
家
十
七
名
を

集
め
て
郷
土
史
家
懇
談
会
を
七
月
二
十
一
日）

（
（

に
開
催
し
た
。
本
会
の
席
上
で
、

当
時
の
福
井
大
学
長
竹
内
松
次
郎
が
会
の
拡
充
・
継
続
を
進
言
し
、
野
村
英
一

が
「
郷
土
誌
懇
談
会
」
の
名
称
を
提
案
、
当
時
の
県
立
図
書
館
長
加
藤
与
次
兵

衛
が
提
案
を
受
け
入
れ
た
。

　
『
福
井
県
所
在
別
郷
土
誌
料
綜
合
目
録 

第
一
集
』
を
担
当
し
た
関
係
か
ら
、

会
の
事
務
は
県
立
図
書
館
職
員
佐
々
木
敏
が
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
加
藤

県
立
図
書
館
長
が
世
話
人
と
し
て
会
を
統
括
し
た
。

　

同
年
十
一
月
八
日
、
第
一
回
嶺
南
会
員
郷
土
誌
懇
談
会
を
三
方
郡
八
村
公
民

館
内
（
現
若
狭
町
）
に
あ
る
県
立
図
書
館
八
村
配
本
所
に
て
開
催
し
、
同
月
十

日
に
は
第
一
回
嶺
北
会
員
郷
土
誌
懇
談
会
を
県
立
図
書
館
に
て
開
催
し
た
。
例

会
と
共
に
講
演
会
も
開
催
さ
れ
、
講
師
は
嶺
南
会
場
が
島
田
静
雄
、
嶺
北
会
場

は
石
橋
重
吉
が
務
め
た
。
以
後
、
例
会
後
の
講
演
会
や
史
跡
・
施
設
見
学
等
は

恒
例
行
事
と
な
る）

（
（

。
当
時
の
会
員
数
は
、
嶺
北
五
十
六
名
、
嶺
南
三
十
一
名
、

計
八
十
七
名
で
あ
っ
た
。

　

前
述
の
第
一
回
嶺
南
会
員
郷
土
誌
懇
談
会
に
お
い
て
、
嶺
南
地
方
の
地
誌
で

あ
る
「
拾
椎
・
稚
狭
」
の
刊
行
要
望
が
発
議
さ
れ
、
嶺
南
・
嶺
北
と
も
に
刊
行

要
望
が
可
決
さ
れ
る
と
、
一
九
五
四
年
（
昭
和
二
九
）
三
月
に
「
福
井
県
郷
土

叢
書
第
一
集
」
と
し
て
『
拾
椎
雑
話
・
稚
狭
考
』
を
刊
行
し
た
。
本
書
が
郷
土

叢
書
刊
行
の
基
礎
と
な
り
、
一
九
五
五
年
三
月
に
は
第
二
集
『
片
聾
記
・
続
片

聾
記 

上
』、
一
九
五
六
年
二
月
に
は
第
三
集
『
続
片
聾
記 

中
』
を
刊
行
し
た
。

す
べ
て
県
立
図
書
館
と
の
共
編
で
あ
る
。

　

会
の
発
足
後
、
毎
年
春
秋
の
会
合
開
催
の
ほ
か
、
福
井
県
郷
土
叢
書
三
作
の

刊
行
以
外
に
は
、
会
と
し
て
特
別
な
仕
事
は
行
わ
な
か
っ
た
。
本
会
は
会
則
を

持
た
な
い
風
変
わ
り
な
会
で
あ
り
、
自
由
な
雰
囲
気
を
喜
ぶ
会
員
も
い
た
が
、

よ
り
活
発
な
活
動
を
組
織
的
に
行
う
た
め
、会
則
を
制
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
九
五
六
年
（
昭
和
三
一
）
春
、
嶺
南
の
会
合
で
会
則
作
成
の
議
案
が
可
決

さ
れ
、
九
月
十
五
日
に
郷
土
誌
懇
談
会
組
織
化
の
た
め
の
準
備
委
員
会
を
開
催

し
て
会
則
を
決
定
し
、
十
月
一
日
を
期
し
て
会
則
を
制
定
す
る
こ
と
に
な
っ

福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
七
十
年
の
あ
ゆ
み

本
会
事
務
局　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井
県
立
図
書
館
郷
土
資
料
グ
ル
ー
プ
編
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事
務
局　

福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
七
十
年
の
あ
ゆ
み

た
。
会
則
作
成
に
あ
た
っ
て
、
会
の
名
称
を
従
来
の
「
鵺
的
」
な
あ
い
ま
い
な

も
の
か
ら
変
更
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
た
が
、
自
由
な
雰
囲
気
は
残
す
べ
き
と

の
意
見
も
あ
り
、「
福
井
県
」を
冠
す
る
こ
と
で
落
ち
着
い
た
。
発
足
以
来
四
年
、

郷
土
誌
懇
談
会
と
し
て
の
活
動
は
終
止
符
を
う
ち
、
福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
が

新
た
に
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
会
則
に
お
い
て
、
本
会
事
務
所
は
福
井
県

立
図
書
館
内
に
お
く
こ
と
と
理
事
代
表
は
県
立
図
書
館
長
を
充
て
る
こ
と
が
明

記
さ
れ
た
。

　

会
則
の
制
定
に
相
前
後
し
て
、
機
関
誌
『
若
越
郷
土
研
究
』
の
創
刊
が
決
定

し
た
。
杉
原
丈
夫
と
斎
藤
槻
堂
が
、
郷
土
誌
懇
談
会
の
世
話
人
で
あ
る
県
立
図

書
館
長
に
働
き
か
け
て
こ
れ
が
実
現
す
る
。
当
時
、
杉
原
丈
夫
は
福
井
県
民
俗

学
会
の
会
長
で
あ
っ
た
。
同
学
会
は
、
戦
後
、
福
井
新
聞
社
長
吉
田
弥
の
肝
入

り
で
結
成
さ
れ
、
一
時
は
毎
月
例
会
も
開
き
、
会
誌
も
発
行
し
た
が
、
い
つ
し

か
会
誌
は
休
刊
状
態
と
な
っ
て
い
た
。
当
時
の
会
員
数
は
二
十
人
程
度
で
あ
っ

た
た
め
、
会
単
体
で
の
定
期
刊
行
は
諦
め
、
郷
土
誌
懇
談
会
の
も
と
で
発
行
す

る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
の
会
則
に
あ
る
会
費
年
額
百
円
は
、
こ
の
機
関
誌
発

行
の
た
め
の
も
の
だ
っ
た
。
体
裁
は
、
当
時
金
沢
で
発
刊
さ
れ
て
い
た
『
加
能

民
俗
』
を
手
本
と
し
た
。
発
行
を
長
く
継
続
さ
せ
る
た
め
に
、
本
会
の
経
理
は

図
書
館
側
が
、機
関
誌
の
編
集
は
民
俗
学
会
側
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

民
俗
学
に
偏
ら
な
い
よ
う
、
歴
史
関
係
の
会
員
に
も
編
集
に
加
わ
っ
て
も
ら
っ

た
。
数
回
の
編
集
会
議
を
経
て
、
一
九
五
六
年
十
一
月
五
日
に
機
関
誌
『
若
越

郷
土
研
究
』
創
刊
号
を
発
刊
し
た
。
創
刊
号
は
、
急
ぎ
発
行
す
る
こ
と
に
な
っ

た
た
め
、
原
稿
公
募
の
余
裕
が
な
く
、
既
成
原
稿
を
所
持
す
る
齋
藤
優
と
石
井

左
近
、
小
林
一
男
に
提
供
を
お
願
い
し
、
当
時
県
立
図
書
館
長
だ
っ
た
久
我
元

の
「
刊
行
の
こ
と
ば
」
を
加
え
て
、
編
集
・
発
行
し
た
。

　

創
刊
か
ら
十
年
後
、
機
関
誌
の
内
容
が
当
初
予
想
し
て
い
た
よ
り
も
、
全
体

的
に
格
調
高
く
、内
容
の
堅
い
雑
誌
に
な
っ
た
と
杉
原
丈
夫
は
回
想
し
て
い
る
。

『
若
越
郷
土
研
究
』
は
、
創
刊
翌
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
ま
で
年
六
回
の
定
期
刊

行
を
継
続
し
、
二
〇
〇
三
年
よ
り
年
二
回
刊
行
に
変
更
し
た
。

　

一
九
五
七
年
（
昭
和
三
二
）
か
ら
一
九
六
三
年
ま
で
の
『
若
越
郷
土
研
究
』

以
外
の
刊
行
物
は
次
の
通
り
。
一
九
五
七
年
三
月
『
続
片
聾
記 

下
（
福
井
県

郷
土
叢
書 

第
四
集
）』、
一
九
五
八
年
三
月
『
越
前
国
名
蹟
考
（
福
井
県
郷
土

叢
書 

第
五
集
）』、
一
九
五
九
年
三
月
『
小
浜
・
敦
賀
・
三
国
湊
史
料
（
福
井

県
郷
土
叢
書
六
）』
と
『
松
平
忠
直
卿
』（
黒
田
伝
兵
衛
著
）、
一
九
六
〇
年
三

月
『
若
越
民
俗
語
彙
』（
斎
藤
槻
堂
編
）、
同
年
四
月
『
斎
藤
実
盛
伝
』（
佐

久
高
士
著
）。
一
九
六
一
年
三
月
『
国
事
叢
記 

上
（
福
井
県
郷
土
叢
書 

第
七

集
）』、
一
九
六
二
年
三
月
『
国
事
叢
記 

下
（
福
井
県
郷
土
叢
書 

第
八
集
）』、

一
九
六
三
年
三
月
『
若
狭
漁
村
史
料
（
福
井
県
郷
土
叢
書 

第
九
集
）』。

　

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
六
）
六
月
、
総
会
に
て
会
費
増
額
が
承
認
さ
れ
、

年
額
百
円
か
ら
二
百
円
に
増
額
と
な
っ
た
。
以
後
、
数
度
の
値
上
げ
を
経
て

一
九
九
五
年
に
年
額
三
千
五
百
円
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

一
九
六
二
年
（
昭
和
三
七
）
十
一
月
、
郷
土
叢
書
や
『
若
越
郷
土
研
究
』
の

発
行
な
ど
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
第
四
回
福
井
新
聞
文
化
賞
を
受
賞
。
授
賞
式

は
十
一
月
三
日
、
福
井
市
繊
協
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
当
時
の
会
員
数
は
約

六
百
人
。
同
月
二
十
二
日
、
福
井
市
内
で
受
賞
記
念
夕
食
会
を
開
催
し
、
皆
で

受
賞
の
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
。
な
か
で
も
「
福
井
県
郷
土
叢
書
」
既
刊
八
冊
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の
う
ち
五
冊
を
校
訂
し
た
佐
久
高
士
は
、
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
と
ご
満
悦
の
体

で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
九
）
三
月
、『
若
越
郷
土
研
究
』
の
内
容
刷
新
を
決

定
し
た
。
誌
面
内
容
が
固
く
な
り
、
執
筆
者
が
固
定
し
て
き
た
点
を
踏
ま
え
、

内
容
に
軟
ら
か
み
を
加
え
、
執
筆
者
陣
を
広
く
開
拓
す
る
た
め
、「
郷
土
研
究

入
門
講
座
」「
わ
が
町
わ
が
村
」
な
ど
の
企
画
を
始
め
る
こ
と
に
し
た
。「
郷
土

研
究
入
門
講
座
」
は
、
会
員
が
講
師
と
な
っ
て
話
し
た
も
の
を
採
録
。「
わ
が

町
わ
が
村
」
は
、
会
員
各
自
が
現
在
住
ん
で
い
る
地
域
や
故
郷
の
山
河
に
つ
い

て
、
随
筆
的
に
気
楽
に
書
い
て
も
ら
う
も
の
で
あ
り
、
内
容
は
村
誌
な
ど
に
書

い
て
い
な
い
こ
と
に
限
る
こ
と
に
し
た
。

　

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
〇
）
九
月
、
創
刊
十
周
年
記
念
特
集
号
と
し
て
、『
若

越
郷
土
研
究
』
十
巻
五
号
・
六
号
が
続
け
て
刊
行
さ
れ
た
。
当
時
本
会
は
、
会

員
数
八
百
名
の
大
所
帯
に
発
展
し
て
い
た
。

　
『
若
越
郷
土
研
究
』
の
当
初
四
年
の
編
集
は
、
杉
原
丈
夫
・
斎
藤
槻
堂
・
谷

口
初
意
・
野
村
英
一
・
藤
本
良
致
の
五
委
員
が
、
続
く
六
年
の
編
集
は
、
杉
原
・

斎
藤
・
佐
久
高
士
の
三
委
員
が
担
っ
て
い
た
。
従
来
、
原
稿
の
執
筆
依
頼
・
編

集
・
校
正
は
編
集
委
員
が
行
い
、
当
時
主
に
そ
の
作
業
を
担
っ
て
い
た
の
は
杉

原
委
員
だ
っ
た
。
し
か
し
、
杉
原
委
員
は
本
業
で
あ
る
福
井
大
学
学
芸
学
部
長

と
し
て
の
仕
事
が
忙
し
く
な
っ
た
た
め
、
一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
）
か
ら

は
、
図
書
館
が
編
集
に
関
わ
る
事
務
作
業
も
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
九
）
か
ら
一
九
六
七
年
ま
で
の
『
若
越
郷
土
研
究
』

以
外
の
刊
行
物
は
次
の
通
り
。
一
九
六
四
年
七
月
『
越
前
俳
諧
提
要
』（
石
川

銀
栄
子
編
）、
一
九
六
五
年
三
月
『
北
国
庄
園
史
料
（
福
井
県
郷
土
叢
書 

第
十

集
）』、「
福
井
県
郷
土
叢
書
」は
本
書
で
完
結
と
な
っ
た
。
一
九
六
六
年
一
月『
越

前
の
民
話
』（
杉
原
丈
夫
著
）、一
九
六
七
年
三
月『
日
本
海
海
運
史
の
研
究
』（
福

井
県
立
図
書
館
と
の
共
編
）。

　

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
三
）
一
月
九
日
、
越
前
の
紙
漉
を
テ
ー
マ
に
し
た
小

説
「
弥
陀
の
舞
」
取
材
の
た
め
、
作
家
水
上
勉
が
来
会
し
た
。
水
上
は
〝
歴
史

を
つ
く
る
の
は
権
勢
の
あ
る
人
、
有
名
で
才
能
に
め
ぐ
ま
れ
た
人
達
だ
け
で
な

く
、
そ
の
他
多
勢
の
人
達
で
あ
る
が
、
歴
史
家
は
限
ら
れ
た
人
に
し
か
ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
を
あ
て
な
い
、
し
か
し
小
説
家
は
貧
し
く
て
無
力
な
庶
民
の
姿
を
書

く
の
が
仕
事
で
あ
る
〟
と
発
言
し
て
い
る
。

　

一
九
六
九
年
（
昭
和
四
四
）
十
一
月
、『
若
越
郷
土
研
究
』
を
間
断
な
く
刊

行
し
続
け
る
と
と
も
に
、「
福
井
県
郷
土
叢
書
」
を
は
じ
め
と
す
る
郷
土
史
関

係
の
単
行
本
を
刊
行
し
て
き
た
業
績
が
認
め
ら
れ
、
福
井
県
文
化
奨
励
賞
を
受

賞
。
当
時
の
会
員
数
は
約
七
百
名
。

　

一
九
七
二
年
（
昭
和
四
七
）
か
ら
一
九
八
五
年
ま
で
の
『
若
越
郷
土
研
究
』

以
外
の
刊
行
物
は
次
の
通
り
。
一
九
七
二
年
三
月
『
木
地
師
支
配
制
度
の
研

究
』（
杉
本
寿
著
）、
同
年
九
月
『
継
体
天
皇
の
研
究
』（
白
崎
昭
一
郎
著
）、

一
九
七
三
年
一
月
『
若
越
民
謡
大
鑑
』（
杉
本
伊
佐
美
著
）、
一
九
七
四
年
三
月

『
拾
椎
雑
話
・
稚
狭
考 

再
版
』（
福
井
県
立
図
書
館
・
福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
編
）、

同
年
九
月
『
越
前
藩
幕
末
維
新
公
用
日
記
』（
谷
口
初
意
校
訂
）。
一
九
七
七
年

八
月
に
は
『
福
井
県
の
歴
史
散
歩
』（
福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
著
）
を
山
川
出

版
社
よ
り
刊
行
。
一
九
八
二
年
七
月『
人
物
・
若
越
の
史
話
』（
杉
本
伊
佐
美
著
）、

一
九
八
四
年
八
月
『
若
越
今
昔
・
よ
も
や
ま
話
』（
杉
本
伊
佐
美
著
）、
翌
八
五

年
十
一
月
『
若
越
今
昔
・
百
貨
店
』（
杉
本
伊
佐
美
著
）。
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こ
の
間
一
九
七
四
年
三
月
か
ら
は
「
郷
土
研
究
の
活
動
を
援
助
し
、
さ
ら
に

推
進
す
る
た
め
」、
新
シ
リ
ー
ズ
「
福
井
県
郷
土
新
書
」
の
刊
行
が
始
ま
っ
た
。

一
冊
目
は
『
幕
末
の
越
前
藩
』（
三
上
一
夫
著
）、
一
九
七
五
年
五
月
に
二
冊
目

『
蓮
如
と
越
前
一
向
一
揆
』（
重
松
明
久
著
）、翌
七
六
年
十
一
月
に
三
冊
目
『
若

越
民
話
の
世
界
』（
杉
原
丈
夫
著
）、
一
九
七
八
年
七
月
に
四
冊
目
『
朝
倉
氏
と

戦
国
村
一
乗
谷
』（
松
原
信
之
著
）、
翌
七
九
年
八
月
に
五
冊
目
『
グ
リ
フ
ィ
ス

と
福
井
』（
山
下
英
一
著
）、一
九
八
〇
年
八
月
に
六
冊
目『
越
前
若
狭
の
古
代
史
』

（
白
崎
昭
一
郎
著
）、一
九
八
一
年
三
月
に
七
冊
目
『
福
井
置
県
そ
の
前
後
』（
池

内
啓
著
）
を
刊
行
。「
福
井
県
郷
土
新
書
」
は
以
上
の
七
冊
で
完
結
と
な
っ
た
。

　

一
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
）
三
月
、
県
立
図
書
館
が
福
井
市
宝
永
か
ら
福
井

市
城
東
に
新
築
移
転
開
館
し
た
こ
と
に
伴
い
、
本
会
事
務
局
も
移
転
し
た
。
新

図
書
館
の
郷
土
資
料
室
は
、
最
上
階
の
三
階
に
設
け
ら
れ
、
床
に
絨
毯
が
敷
か

れ
た
の
は
「
郷
土
研
究
家
に
敬
意
を
表
し
て
」
の
こ
と
と
さ
れ
る
。

　

一
九
九
八
年
（
平
成
十
）、
日
本
原
子
力
発
電
株
式
会
社
が
地
域
文
化
の
振

興
を
目
的
に
出
資
す
る
「
げ
ん
で
ん
ふ
れ
あ
い
福
井
財
団
」
の
平
成
十
年
度
助

成
団
体
に
本
会
が
選
出
さ
れ
た
。
平
成
十
年
度
発
行
の
『
若
越
郷
土
研
究
』
は
、

同
財
団
の
助
成
に
よ
り
発
行
し
、
以
後
平
成
十
二
・
十
四
年
度
の
『
若
越
郷
土

研
究
』
も
同
財
団
の
助
成
を
受
け
て
い
る
。

　

二
〇
〇
二
年
（
平
成
十
四
）
九
月
九
日
か
ら
二
〇
〇
三
年
一
月
三
一
日
ま
で
、

県
立
図
書
館
が
福
井
市
下
馬
町
へ
新
館
移
転
作
業
の
た
め
休
館
し
た
こ
と
に
伴

い
、本
会
事
務
局
業
務
も
休
止
し
た
。
二
〇
〇
二
年
刊
行
の
『
若
越
郷
土
研
究
』

は
、
通
常
六
回
刊
行
の
と
こ
ろ
を
五
回
に
減
ら
し
、
さ
ら
に
四
号
と
五
号
を
合

併
し
た
も
の
を
通
常
よ
り
増
頁
し
て
七
月
に
刊
行
し
た
。

　

二
〇
〇
三
年
（
平
成
十
五
）
二
月
、
県
立
図
書
館
が
移
転
開
館
し
た
こ
と
に

伴
い
、
本
会
事
務
局
も
移
転
し
た
。
開
館
当
初
は
「
郷
土
・
環
日
本
海
コ
ー

ナ
ー
」
が
設
置
さ
れ
た
（
二
〇
一
四
年
、
県
ふ
る
さ
と
文
学
館
開
設
準
備
に
伴

う
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
、「
郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー
」
と
し
て
図
書
館
入
口
付
近
に

縮
小
移
設
）。
同
年
三
月
、
創
立
五
十
周
年
を
記
念
し
て
、
創
刊
か
ら
の
論
文

索
引
集
『
若
越
郷
土
研
究
論
文
索
引
』
を
刊
行
、
論
文
名
検
索
や
単
語
検
索
を

可
能
と
す
る
た
め
、
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
も
作
成
し
た
。
同
年
七
月
、
本
会
の
財
務

状
況
が
年
々
悪
化
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
機
関
誌
の
経
費
削
減
を
行
い
つ

つ
内
容
充
実
を
図
る
た
め
、『
若
越
郷
土
研
究
』
の
刊
行
頻
度
を
年
六
回
か
ら

二
回
（
七
月
、
二
月
）
に
減
ら
す
一
方
、
一
号
分
の
ペ
ー
ジ
数
を
増
量
し
た
。

ま
た
二
〇
一
〇
年
（
平
成
二
十
二
）
八
月
刊
行
の
『
若
越
郷
土
研
究
』
五
十
五

巻
一
号
か
ら
は
、
表
紙
や
目
次
を
新
た
に
付
け
る
な
ど
装
丁
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
て
い
る
。

　

二
〇
一
四
年
（
平
成
二
十
六
）
七
月
開
催
の
理
事
会
・
総
会
に
お
い
て
、『
若

越
郷
土
研
究
』
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ら
び
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
、
出
版
事
業

の
再
開
が
承
認
さ
れ
た
。
自
薦
・
他
薦
に
よ
り
新
た
に
「
出
版
事
業
編
集
委
員
」

五
名
が
選
任
さ
れ
（
角
明
浩
、
金
田
久
璋
、
中
島
嘉
文
、
本
川
幹
男
、
柳
沢
芙

美
子
。
二
〇
二
二
年
か
ら
は
石
川
美
咲
が
加
わ
る
。）、
二
〇
一
五
年
に
ブ
ッ
ク

レ
ッ
ト
三
タ
イ
ト
ル
『
ふ
く
い
の
戦
国
時
代
』『
ふ
く
い
の
幕
末
維
新
』『
ふ
く

い
の
方
言
』（
い
ず
れ
も
仮
題
）
の
編
集
・
出
版
作
業
を
進
め
る
こ
と
を
決
定

し
た
。

　

二
〇
一
六
年
（
平
成
二
十
八
）
か
ら
は
『
若
越
郷
土
研
究
』
掲
載
論
文
の
一

部
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
し
た
。
具
体
的
に
は
、「
福
井
県
地
域
共
同
リ
ポ
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六
十
七
巻
二
号

ジ
ト
リ
」（
福
井
大
学
主
宰
）
で
検
索
・
閲
覧
が
可
能
と
な
っ
た
。
な
お
、「
福

井
県
地
域
共
同
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
の
運
営
終
了
に
伴
い
、
本
リ
ポ
ジ
ト
リ
で
の
公

開
は
、
二
〇
二
三
年
度
中
に
終
了
予
定
で
あ
る
。

　

創
立
七
十
周
年
を
記
念
し
て
、
二
〇
二
二
年
（
令
和
四
）
十
月
二
十
八
日
か

ら
十
二
月
二
十
一
日
ま
で
、
県
立
図
書
館
で
企
画
展
示
「『
若
越
郷
土
研
究
』

と
福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
七
十
年
の
あ
ゆ
み
」
を
開
催
し
た
。
ま
た
、
同
企
画

展
に
合
わ
せ
て
、
県
立
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
『
若
越
郷
土
研
究
』
掲
載
論

文
の
多
く
の
公
開
を
開
始
し
た
。
掲
載
論
文
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
は
、
発

行
か
ら
一
定
期
間
が
経
過
し
、
著
作
権
者
等
か
ら
許
諾
が
得
ら
れ
た
も
の
に
限

り
、
今
後
も
進
め
て
い
く
。
二
〇
二
二
年
現
在
、
会
員
数
は
百
三
十
一
名
。

　

二
〇
一
八
年
（
平
成
三
〇
）
以
降
の
『
若
越
郷
土
研
究
』
以
外
の
刊
行
物
（
刊

行
予
定
を
含
む
）
は
次
の
通
り
。
二
〇
一
八
年
六
月
『
越
前
・
若
狭
の
戦
国
』

（
松
浦
義
則
ほ
か
著 

福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
編
）お
よ
び
二
〇
二
〇
年
三
月『
幕

末
の
福
井
藩
』（
本
川
幹
男
ほ
か
著 

福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
編
）
を
岩
田
書
院

よ
り
刊
行
。
二
〇
二
三
年
三
月
『
福
井
県
の
方
言
（
仮
題
）』
を
岩
田
書
院
よ

り
刊
行
予
定
。

註（
１
）
一
九
五
二
年
三
月
、
県
立
図
書
館
は
、
図
書
館
等
の
所
蔵
す
る
郷
土
資
料
を
対
象
と

し
た
『
福
井
県
所
在
別
郷
土
誌
料
綜
合
目
録 

第
一
集
』
を
発
行
し
た
。
当
時
、
県
立
図

書
館
で
は
、
郷
土
関
係
資
料
に
限
り
、「
資
料
」
で
は
な
く
「
誌
料
」
と
い
う
字
を
使
用

し
て
い
た
。
た
だ
し
、
一
九
五
四
年
発
行
の
『
福
井
県
所
在
別
郷
土
誌
料
綜
合
目
録 

第

三
集
』
の
「
ま
え
が
き
」
で
は
、「
資
料
」
と
「
誌
料
」
が
混
在
し
て
お
り
、
使
い
分
け

に
明
確
な
意
図
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
２
）『
若
越
郷
土
研
究
』
第
一
巻
一
号
に
は
、
最
初
の
会
合
の
開
催
日
は
「
七
月
二
〇
日
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、『
若
越
郷
土
研
究
』
第
一
五
巻
一
号
に
「
七
月
二
十
一
日
」
と

訂
正
し
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
春
秋
の
例
会
開
催
は
、
一
九
七
〇
（
昭
和
四
十
五
）
以
降
の
『
若
越
郷
土
研
究
』
に

は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
開
催
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

（
吉
川
千
鶴
）
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